
工工学学部部 材材料料化化学学科科 教教授授 徳徳満満 勝勝久久

研究分野：有機複合材料

https://www.mat.usp.ac.jp/polymer-composite/index_j.html

高高圧圧水水素素タタンンクク用用ラライイナナーー材材料料のの基基礎礎研研究究やや、、廃廃ププララののママテテリリアアルルリリササイイククルル技技術術のの
研研究究ななどどをを国国家家ププロロジジェェククトトにに参参画画しし、、ままたた新新たたなな材材料料開開発発のの新新たたなな““種種””ととななるる新新規規
物物質質ににつついいててのの研研究究をを幅幅広広くく実実施施ししてていいるる。。

＜＜受受託託・・共共同同研研究究等等のの状状況況＞＞
・・22002233年年度度 受受託託研研究究 44件件（（NNEEDDOO 22件件、、JJSSTT 11件件））、、共共同同研研究究 55件件（（企企業業33件件、、滋滋賀賀県県22件件））
・・奨奨励励寄寄付付 22件件、、そそのの他他技技術術指指導導等等 33件件

高高高高分分分分子子子子複複複複合合合合材材材材料料料料のののの新新新規規規規機機機機能能能能創創創創成成成成とととと高高高高付付付付加加加加価価価価値値値値化化化化のののの研研研研究究究究
（（（ププププララララスススススス　　　　

■■高高圧圧水水素素タタンンクク用用ラライイナナーー材材料料開開発発にに資資すするる基基礎礎研研究究（（NEDO国国家家ププロロジジェェククトト））

・・当当研研究究室室でではは、、九九州州大大学学・・量量子子科科学学研研究究機機構構とと共共同同でで、、来来たたるるべべきき水水素素社社会会にに向向けけたた「「高高圧圧水水素素タタンンクク用用ラライイ
ナナーー材材料料」」にに資資すするる基基礎礎研研究究をを実実施施ししてていいるる。。特特にに低低温温力力学学物物性性とと水水素素侵侵入入量量のの改改善善にに向向けけたた物物性性改改質質技技術術にに関関
すする研究を行っている。特に、自由体積の直接測定を22Naをを用用いいてて実実施施ででききるる技技術術はは本本学学のの特特長長のの一一つつででああるる。。

■■ポリシラン添加によるシリコーーンゴム改質技術
のの研研究究

・・シシリリココーーンンゴゴムムはは低低温温おおよよびび高高温温下下ででのの熱熱安安定定性性にに優優れれ、、
耐耐薬薬品品生生ささららににはは生生体体適適合合性性もも良良いいここととかからら身身近近なな日日用用品品
かからら高高度度なな医医療療用用途途ままでで幅幅広広くく用用いいらられれてていいるる。。特特にに最最近近、、
33DDププリリンンタターーをを利利用用ししたた複複雑雑なな形形状状ななシシリリココーーンンゴゴムムもも調調
製製出出来来るるよよううににななりり、、当当研研究究室室ででははシシリリココーーンンゴゴムムににポポリリ
シシラランン添添加加をを添添加加すするるここととにによよりり、、そそのの柔柔軟軟性性をを自自由由にに調調
整整ででききるる技技術術をを開開発発ししててたた。。今今後後はは、、手手術術対対象象者者のの年年齢齢やや
性性別別等等にに応応じじたた柔柔軟軟性性やや剛剛直直性性をを有有すするる術術前前トトレレーーニニンンググ
用用のの人人工工臓臓器器やや人人工工血血管管のの製製造造ななどどにに利利用用さされれるるここととがが期期
待待さされれてていいてていいるる。。

■■そそのの他他

・・上上記記以以外外ににももププララススチチッッククのの劣劣化化にに関関すするる研研究究ややママテテリリアアルリサイクル技術等についても研究を行っている。

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標
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チチッックク材材料料ととゴゴムム系系材材料料のの新新規規複複合合化化技技術術））

工工学学部部 材材料料化化学学科科 教教授授 金金岡岡 鐘鐘局局

研究分野：高分子精密合成、高分子機能

http://www.mat.usp.ac.jp/polymer-chemistry/

特殊構造を有する新規機能性星型ポリマーを精密合成し、生成ポリマーを二次元、
三次元で規則的に配列させた新しいタイプの次元制御型材料の開発を目指している。
とくに、分子内部に特異な空間をもつ星型ポリマーからは、鎖状ポリマーとは異なる
ナノ階層構造材料が得られると期待される。

構構造造のの明明確確なな機機能能性性星星型型ポポリリママーーにによよるる
次次元元制制御御型型環環境境調調和和材材料料のの創創製製

■■高高効効率率かかつつ耐耐久久性性ののああるる材材料料表表面面修修飾飾

材料表面をポリマーで高密度に修飾するには、grafting-from法が有効であるが、その手法はやや複雑
である。コンパクトな形態で多数の枝をもつ星型ポリマーを用いれば、単に表面に吸着させる手法で、多
点相互作用により高効率で種々の無機または有機材料の修飾が可能になると期待される。また、星型ポリ
マーのミクロゲルコアにさまざまな物質を保持することにより、簡便な方法での機能化が可能となる。

■■規規則則的的にに配配置置さされれたた機機能能空空間間ををももつつゲゲルルままたたはは交交互互積積層層フフィィルルムムのの創創製製

星型ポリマーを網目構造からなるゲルの架橋点として用いれば、制御重合により得た鎖状ポリマーの両
末端と化学結合または強く相互作用させることで、網目構造が制御され、かつ機能空間からなる架橋点を
有する新規機能性ゲルが生成すると考えられる。

交互積層フィルムの機能化には、ある層への機能分子（ナノ微粒子、触媒、たんぱくなど）の高充填が
課題となっている。コンパクトで球状に近い形態をもち、かつ枝鎖のからみ合いが可能な星型ポリマーを
用いれば、機能分子を高密度で充填したサイズの明確な機能層の構築が期待できる。このことが可能にな
ると、たとえば、異なる触媒粒子を含む連続リアクターフィルムの創製が期待される。

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標
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